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＜クーリングパッドの破損＞ 

（発生時パテで補修済） 

＜農場とその周辺の写真＞ 

＜発生鶏舎（奥側）外観＞ 
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23）滋賀県1例目（東近江市）の事例 

（1）概要 

ア．所在地 

滋賀県東近江市 

イ．飼養状況 

採卵鶏約9.5千羽 

鶏舎 羽数 日齢 

鶏舎1 

（発生鶏舎） 

8.0千羽 560日齢、426日齢 

307日齢、196日齢 

鶏舎2 20羽 196日齢 

大雛舎 1.5千羽 62日齢 

育雛舎 - - 

              （日齢は令和2年12月12日時点） 

ウ．発生確認日 

令和 2年12月13日 

 

（2）経緯 

令和 2年12月12日 当該農場の管理人が家畜保健衛生所に通報 

簡易検査陽性 

 

令和 2年12月13日 PCR検査によりH5亜型鳥インフルエンザウイルスを検出 

（疑似患畜と判定） 

殺処分等の防疫措置を開始 

疫学調査チームによる現地調査 

令和 2年12月14日  高病原性鳥インフルエンザ（H5N8亜型）の患畜と判定 

 防疫措置を完了 

令和 2年12月30日 清浄性確認検査で陰性を確認し、搬出制限区域を解除 

令和 3年 1月 5日 移動制限区域を解除 

 

（3）発生時の状況 

当該農場の発生鶏舎における1日当たりの平均死亡羽数は通常3～5羽程度であっ

たが、令和2年12月12日に100羽に増加したため、管理人が滋賀県家畜保健衛生所

（以下「滋賀家保」という。）に通報した。滋賀家保が簡易検査を実施した結

果、陽性が確認された。 

 

（4）発生農場に関する疫学情報 

ア．発生農場の概要 

（ア）発生農場の周辺環境及び施設配置 

① 当該農場は、平野部の河川沿いに位置し、付近は雑木林に囲まれ畑地が隣接

している。管理人によると、農場敷地内入口に続く農道は車通りが少なく、
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養鶏関係車両の往来も無かったとのこと。 

② 農場から約100mの距離に河川が流れており、周辺には複数のため池が存在す

る。農場から も近い約1.2kmの距離にあるため池には、オカヨシガモ12羽、

ミコアイサ2羽が確認された。また、約2.3kmの距離にあるため池には、カル

ガモ146羽、ヒドリガモ87羽、コガモ64羽等、300羽以上の水鳥類が確認され

た。 

③ 発生鶏舎は農場入口近くに位置し、鶏舎のすぐ横には農業用の用水路が流れ

ている。 

 

 

（イ）鶏舎の構造 

① 当該農場には育雛舎1棟、大雛舎1棟、成鶏舎2棟で計4棟のケージ飼い開放鶏

舎があり、発生時は育雛舎以外の鶏舎で、採卵鶏が飼養されていた。 

② 発生鶏舎は平成7年10月に建築されており、平成12年12月に増築されている。 

③ 発生鶏舎は背中合わせの階段状3段ケージを3列有する。1ケージ当たり6羽前

後を飼養している。 

④ 成鶏舎の左右及び奥の外壁には金網とその外側の上下にロールカーテンが設

置されている。外壁の外側には、防鳥ネット(マス目は約2.0×2.0cm)が設置

されていた。また、鶏舎の天井に換気扇が設置されていた。管理人による

と、発生時には、ロールカーテンは閉じていた。換気扇は、10月末までは

27℃になると自動で作動する設定にしていたが、発生時には停止していたと

のこと。鶏舎の正面入口は木製の扉と防鳥ネットが設置されており、冬期は

育雛舎 
大雛舎 

堆肥乾燥ビニールハウス 

発生鶏舎 
車庫・倉庫 

堆肥（集積） 

農業用水路 約１００ｍ 

倉庫 
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鶏舎に入るとき以外閉めていたとのこと。 

⑤ 卵は各ケージから集卵ベルトにより回収（鶏舎奥から入り口側へ）されてい

る。鶏舎は、集卵兼事務所とバーコンベアで連結されている。鶏舎外のバー

コンベアはトタンで覆われているが、鶏舎内と集卵室の開口部にシャッター

等は設置されていなかった。 

⑥ 鶏舎は低床式で、鶏糞は鶏舎内の床下に落下する仕組みであり、管理人によ

ると、鶏糞が通路側まであふれてきたら鶏舎の奥側にある入口からタイヤシ

ョベルで搬出していた。 

 

（ウ）飼養衛生管理の状況 
① 管理人によると、従業員は農場専用の作業着と手袋、長靴を使用していた。

また、成鶏舎と大雛舎では鶏舎毎に踏み込み消毒槽を設置していたが、液体

消毒ではなく、消石灰を入れていた。育雛舎では鶏舎入口への消石灰の散布

のみで踏み込み消毒槽を設置していなかった。なお、鶏舎毎の長靴、手袋の

交換、手指消毒は実施していなかったとのこと。 

② 鶏舎横には飼料タンクが設置されており、配管を通じて飼料が供給されてい

る。全ての飼料タンク上部には蓋が設置されており、タンク内への野鳥等の

侵入やタンク内の飼料への野鳥の糞等の混入の可能性は低いと考えられた。 

③ 管理人によると、飼養鶏への給与水は、地下水をくみあげ、当該農場専用の

貯水タンクを通じて、各鶏舎に供給されているとのこと。地下水の消毒及び

水質検査は行っていないとのこと。給与水はケージにニップルから供給さ

れ、藻が生えて詰まることがあるので、定期的に水道水に切り替えてニップ

ルの詰まりをとっていたとのこと。 

④ 管理人によると、成鶏舎は通年で採卵鶏を飼養しており、育雛舎と大雛舎は

鶏舎ごとにオールイン・オールアウトを行っている。成鶏舎はケージ列ごと

にロットが異なり、出荷後に空になったケージ列を動力噴霧器で消毒してい

るとのこと。育雛舎と大雛舎はオールアウトのたびに鶏舎内の清掃・消毒を

行っているとのこと。 

⑤ 管理人によると、普段から主に使用しているのは鶏舎1で、鶏舎2には鶏舎1に

入りきらなかった鶏を収容しているとのこと。鶏舎2ではほかに、自家繁殖し

ている肉用鶏を飼育しているが、出荷はせず自家消費していた。 

⑥ 管理人によると、普段から鶏舎入口に消石灰を散布していたとのこと。11月

に入ってからは、入口だけでなく、鶏舎周囲にも石灰の散布を行っていたと

のこと。 

⑦ 管理人によると、車両の消毒として、毎日、農場入口に消石灰を散布してい

た。以前は動力噴霧器を設置していたが、水を補充する労力がかかるため1年

以上前に設置をやめてしまったとのこと。 

⑧ 管理人によると、飼料会社の契約する運搬車が飼料の搬入のために一週間お

きに、また卵の出荷先の運搬車が火曜日・木曜日・土曜日に入場している。
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後に飼料の運搬車が来たのは12月7日、卵の運搬車が来たのは12月10日であ

る。飼料会社と出荷先の運搬車が来場する時間は重ならない。 

⑨ 来場者は農場入口の石灰帯を通る。入出管理簿は無く、監視カメラで来場者

の記録をしていた。管理人によると、農場に入る時、来場者は持参した長靴

に履き替えるが着替えはしない。他に、⑧に記載した会社とは別の飼料会社

の運送会社が月に1回、さらに別の飼料会社の運搬車が雛の導入をした際に、

飼料の搬入に来る。卵の出荷は⑧に記載した出荷先のほかにもう1社あるが、

出荷の頻度は不定期である。 

⑩ 管理人によると、飼料会社、卵の出荷先以外の事業者が農場を訪れることは

ほとんどない。薬等の納品は自宅に来るので、農場に直接への立ち入りは無

い。 

⑪ 管理人によると、ワクチン接種は大雛舎で行う。接種は購入先の委託会社の

担当者が行うとのこと。他に、飲水ワクチンは給水タンクに混ぜて、噴霧ワ

クチンは動力噴霧器を用いて管理人が行う。 

⑫ 管理人によると、かかりつけの臨床獣医師は特におらず、獣医師に相談が必

要な場合は、ワクチン等を購入している動物用医薬品販売会社の担当者にし

ているとのこと（今年に入ってからは来ていない）。 

⑬ 農場内で使用する車両や器具は農場専用のもので、他の場所で使用すること

はない。 

 

（エ）飼養衛生管理基準の遵守状況 

令和2年5月19日、滋賀家保が問題ないことを確認している。 

 

イ．飼養者、従業員等に関する情報 

① 当該農場では従業員2人が専属で管理を行っていた。毎日、鶏舎において鶏の

健康観察を行うとともに、死亡鶏の回収を行っていた。午後は鶏舎入口から

中を確認する程度で、鶏卵ベルトが詰まった時以外は鶏舎内に入ることはな

い。従業員が担当する鶏舎は決まっておらず、2名の従業員はいずれの鶏舎に

おいても作業する可能性があった。 

② 従業員は農場外から自家用車で通勤している。 

③ 従業員は他の養鶏場や、直近での発生県への訪問歴は無いとのこと。 

 

（5）農場及び農場周辺における野鳥等の野生動物の生息状況と侵入防止対策 

① 発生鶏舎の外側には防鳥ネットが設置されていたが、一部に破損や隙間が認

められた。 

② 発生鶏舎側面の外壁付近の地面には野生動物が鶏舎侵入を試みたと思われる

掘り返し跡が散見された。 

③ 鶏舎の側面の金網には野生動物が侵入したと思われる破損が確認された他、

鶏舎側面上部の換気窓には金網が設置されておらず、壁面には小型の野生動
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物が侵入可能な3㎝程度の隙間が確認された。 

④ 調査時、場内にはスズメが多数確認された。管理人によると、鶏舎内でスズ

メやネズミを見かけることはたまにあり、殺鼠剤の設置等のネズミ対策を行

っているとのこと。また、鶏糞乾燥ビニールシートに、カラス対策のために

黒い糸を張っているとのこと。（ビニールに穴を開けられることがあるた

め。） 

⑤ 管理人によると、農場周辺ではアライグマやタヌキ、イタチ、ネコ等を見る

ことがあるとのこと。 

⑥ 管理人によると、12月に入ってから鶏がケージから引きずり出されていたこ

とがあり、野生動物による被害と思われるとのこと。この事例の後、野生動

物対策として鶏舎内に箱罠を設置していたところ、12月9日にアライグマが捕

らえられていたとのこと。 

 

（6）人、家きん等の動き 

（ア）家きん等の動き 

① 雛の導入：種鶏場より年3回、初生雛として導入される。直近の導入日は、令

和2年10月14日であった。 

② 死亡家きんの処理：死亡家きんはケージから取り出し、鶏舎内の通路に積ん

でおき、1～2日以内に農場敷地内に埋却し、毎回土で覆っていた。 

③ 糞等の処理：ケージの下に溜まった糞が通路にあふれてきたら、タイヤショ

ベルで搬出後、乾燥ビニールハウスにある攪拌装置で攪拌、乾燥し、堆肥化

していた。堆肥はフレコンバッグに詰めてJAまで持って行き、近隣の農家に

無料で配布していた。管理人によると、 後に堆肥を搬出したのは10月末で

ある。 

 

（イ）人の動き 

発生前21日間（令和2年11月23日以降）に農場に出入りした関係者は、卵回収業

者及び飼料運搬業者のみであった。卵回収は毎週火、木、土の週3回で、 終の回

収は12月10日であった。飼料搬入は週1回で、 終の搬入日は12月7日であった。 

 

（7）疫学サンプル 

 防疫措置の消毒前に、鶏舎1及び鶏舎2、大雛舎、集卵・事務所内、鶏卵表面、

集卵ベルト、鶏糞、集卵カートのタイヤを拭き取り、サンプリングを行った。サ

ンプリングした試料は、鳥取大学においてウイルス検査を実施した。大雛舎の給

水器、鶏舎1（発生鶏舎）の左右の餌容器内の餌、鶏卵表面、鶏糞から高病原性鳥

インフルエンザウイルスが検出された。 
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※下線部はウイルスが検出された検体 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

採材場所 採取したサンプル 

大雛舎 
餌容器①、飲水器②、中央柱③、手前壁④、手前床⑤、 

奥床⑥、手前ケージ枠⑦、奥ケージ枠⑧、ファンの羽⑨ 

鶏舎2 

手前餌容器⑩、手前飲水器⑪、手前壁⑫、奥餌容器⑬、 

奥飲水器⑭、奥壁⑮、手前床⑯、奥床⑰、手前ケージ枠⑱、 

奥ケージ枠⑲、左集卵ベルト⑳、右集卵ベルト㉑、卵㉒ 

鶏舎1 

（発生鶏舎） 

右餌容器（餌）㉓、右飲水器（水）㉔、左飲水器（水）㉕、 

左餌容器（餌）㉖、右壁㉗、左壁㉘、左床㉙、右床㉚、 

右手前ケージ枠㉛、左手前ケージ枠㉜、右集卵ベルト㉝、 

左集卵ベルト㉞、右卵㉟、左卵㊱、右床㊲、右奥ケージ枠㊳、 

左奥床㊴、左奥ケージ枠㊵、左手前鶏糞㊶、右手前鶏糞㊷、 

右奥鶏糞㊸、左奥鶏糞㊹ 

集卵室 
卵㊺、卵ケース㊻、集卵カートタイヤ㊼、ベルト㊽、 

壁㊾、床㊿ 

環境試料の採材場所 

⑮

⑬ ⑭ 
⑲ 

㉑ 

⑪ ⑯ 
⑳ ㉒ 

① 
⑨ ③ 

⑥ 
⑩ ⑫ 
⑱ 

④ 
⑤ 

⑧ ② 
㊲ 
㊳ 

⑦ 
㊷

㊻ ㊼ 
㊽ 

 

㊾ 

㊹ ㉕

㉔㉓

㉚ ㉗ 
㉟ 

㉝ 
㊶ ㊸ 

⑰ 

㉛

衛生管理区域境界衛生管理区出入り口

㉖
㉞ 

鶏糞乾燥ビニールハウス 倉庫 

車庫・倉庫 たい肥

鶏舎２ 
大雛舎 

集卵事務所 

鶏舎１ 

㊺ 

㊿ 
㊴ 
㊵ 

㉜ ㉘㉘㉙
㊱
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＜発生鶏舎外観（トタン板の間に隙間有）＞    ＜野生動物の侵入痕＞ 

＜農場とその周辺の写真＞ 
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24）宮崎県6例目（宮崎市）の事例 

（1）概要 

ア．所在地 

宮崎県宮崎市 

イ．飼養状況 

採卵鶏約6.9万羽 

鶏舎 群 飼養羽数 日齢 

1号鶏舎 

（発生鶏舎） 

34-1 10.3千羽 528日齢 

34-2 10.4千羽 250日齢 

35 10.0千羽 445日齢 

2号鶏舎 

31 9.9千羽 215日齢 

32 9.8千羽 166日齢 

33 8.3千羽 334日齢 

3号鶏舎 大雛 10.5千羽 82日齢 

（日齢は令和2年12月14日時点）    

ウ．発生確認日 

令和 2年12月14日 

 

（2）経緯 

令和 2年12月13日 当該農場の管理獣医師が家畜保健衛生所に通報 

簡易検査陽性 

令和 2年12月14日 PCR検査によりH5亜型鳥インフルエンザウイルスを検出 

（疑似患畜と判定） 

殺処分等の防疫措置を開始 

疫学調査チームによる現地調査 

令和 2年12月15日  高病原性鳥インフルエンザ（H5N8亜型）の患畜と判定 

令和 2年12月17日 防疫措置を完了 

令和 3年 1月 1日 清浄性確認検査で陰性を確認し、搬出制限区域を解除 

令和 3年 1月 8日 移動制限区域を解除 

 

（3）発生時の状況 

当該農場の発生鶏舎における1日当たりの平均死亡羽数は通常10羽未満であった

が、令和2年12月13日に16羽に増加したため、管理獣医師が宮崎県宮崎家畜保健衛

生所（以下「宮崎家保」という。）に通報した。宮崎家保が簡易検査を実施した

結果、陽性が確認された。 

 

（4）発生農場に関する疫学情報 

ア．発生農場の概要 

（ア）発生農場の周辺環境及び施設配置 
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① 当該農場は、山間部にあり、周辺は山林に囲まれている。 

② 農場から も近い河川までは約500m離れており、農場側がかなり高い位置に

ある。農場から約1km離れた養魚場では、カイツブリ1羽、ヤマセミといった

水辺の鳥5羽の他、陸鳥がおよそ20羽確認された。また、農場から約1km離れ

たため池では、ヨシガモ、コガモ、カルガモ、オオバンといった水鳥が約70

羽確認された。 

     

（イ）鶏舎の構造 

① 当該農場には開放鶏舎が1号～3号鶏舎の3棟あり、全ての鶏舎で採卵鶏か採卵

鶏の大雛が飼養されていた。1号及び2号鶏舎には導入日ごとに分けられた以

下の群が飼養されていた。 

・ 1号鶏舎：34-1、34-2、35 

・ 2号鶏舎：31、32、33 

・ 3号鶏舎：大雛 

② 発生鶏舎は1号鶏舎。高床式の鶏舎で、鶏糞が床下に堆積していた。背中合わ

せのひな壇3段ケージとその両端に片側のひな壇3段ケージを有するレーン3列

から成る。1ケージ当たり1～3羽を飼養。1号鶏舎の南側（入口から向かって

左側）から4列ずつ34-1、34-2、35の各群が配置されていた。 

③ 1号鶏舎では、卵は集卵ベルトにより回収（鶏舎奥から入口へ）される。2号

鶏舎では、職員が手作業で卵を回収する。 

 

（ウ）飼養衛生管理の状況 
① 鶏舎横には飼料タンクが設置されているが、当該タンク上部には蓋が設置さ

れており、タンク内への野鳥等の侵入やタンク内の飼料への野鳥の糞等の混

入の可能性は低いと考えられた。 
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② 管理人によると、飼養鶏への給与水は、地下水をくみあげ、当該農場専用の

貯水タンクにて消毒した後、各鶏舎に供給されているとのこと。 

③ 管理人によると、飼料の運搬は出荷先が行い、車両で農場内に入るとのこ

と。 

④ 管理人によると、車両が当該農場に出入りする際の車両消毒は、石灰帯及び

車両消毒装置の通過により行うことになっていたが、調査時、車両消毒装置

は作動せず、消毒液タンクも空であった。また、専用の衣服や靴への履替え

や、農場に立ち入る際の手指の洗浄・消毒の実施についても確認していない

とのことであった。 

⑤ 管理人によると、管理獣医師等が鶏の検査や剖検を行うことがあるが、 後

に農場に立ち入ったのは夏頃とのこと。 

 

（エ）飼養衛生管理基準の遵守状況 

令和2年11月12日、宮崎家保が鶏舎の隙間や金網の破損等、野生動物侵入防止

対策の不備について改善指導を行っている。 

 

イ．飼養者、従業員等に関する情報 

① 当該農場では、通常の飼養管理を4名の従業員が行っており、毎日鶏舎におい

て鶏の健康観察を行うとともに、死亡鶏の回収を行っていた。4名のうち1名

は、大雛の管理を行っていた。 

② 4名の従業員は約6.0kmの距離にある疫学関連農場でも同様に採卵鶏の管理を

行っており、うち1名は毎日両農場を管理するのに対し、残りの3名はそれぞ

れ別の農場に入ることが多いが、特に担当は決まっていないとのこと。でき

るだけ一日のうちに同じ人間が複数の農場に入らないようシフトを組んでい

るとのこと（もし入るとしても、ワクチン接種やカーテンを閉める作業等の

み）。ただし、日曜日のみは1名の従業員が午前と午後に分けて当該農場と関

連農場に入るとのこと。 

③ 管理人によると、鶏の管理をする従業員と別に、当該農場において集卵作業

を行う従業員が4名程度おり、これらの従業員は他農場に入ることはないとの

こと。集卵作業を行う従業員は、作業のために鶏舎内に入るが、鶏に直接触

れることはないとのこと。また、外国人実習生はいないとのこと。 

④ 管理人によると、当該農場及び関連農場の管理をする従業員は、系列の育雛

農場での入雛作業を手伝うことがあるが、 近の入雛は本年11月頃であった

とのこと。 

⑤ 系列の育雛農場は、経営者が1人で担当しており、基本的には他の農場に入る

ことはない（電気、水等施設関係のトラブルがあった時のみ）とのこと。ま

た、GPセンターを含め他の農場に立ち入った際は同日中には育雛農場には入

らないとのことであり、やむを得ず入る場合は必ずシャワーを浴びてから立

ち入るとのこと。 
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⑥ 管理人によると、従業員は関連農場の事務所で農場専用の作業着と長靴に着

替えてから車で移動し、当該農場に入っていたとのこと。農場に入る際は手

袋を着用し、鶏舎に入る際は鶏舎内専用の長靴に履き替え、踏込消毒槽で靴

底消毒を行っていたが、手袋の交換や手指の消毒は実施していなかったとの

こと。なお、経営者によれば、事務所から専用の長靴を透明のビニール袋に

入れて持ち運び、鶏舎内専用長靴として使用するよう指示していた。農場内

専用の長靴は各従業員に支給されているが、当該農場と関連農場間で使い分

けはしていなかったとのこと。 

 

（5）農場及び農場周辺における野鳥等の野生動物の生息状況と侵入防止対策 

① 発生鶏舎の床上の側面には、金網とその外側にロールカーテンが設置されて

いたが、ロールカーテンの一部は破損しており､外壁には、小動物や野鳥の出

入りが可能な隙間が認められた。また、床下部分の出入口には、防鳥ネット

が設置されていたが、完全に覆われてはいなかった。さらに、床下部分の外

壁は金網になっており、下部の通気口にも金網が設置されていたが、いずれ

も破損箇所があり、特に通気口部分は野生動物が出入りしたことによると思

われる変形が認められた。 

② 調査時には鶏舎内でカラスが確認され、鶏舎内にはカラスによると思われる

鶏卵の食害跡が多数認められ、カラスの羽も確認された。また、発生鶏舎内

の梁の上（床から数m）にも鶏卵が放置されていた。農場外周には、イノシシ

や食肉目の野生動物と思われる足跡や鶏の骨も確認され、食害があったもの

と思われた。管理人によると、床下部分にイノシシが侵入しているのを見た

ことがあるのこと。発生鶏舎入口付近にはタヌキの死骸が認められた。他

に、鶏舎内ではネコ、タヌキ、ネズミ等が入っているのを見たことがあると

のこと。 

 

（6）人、家きん等の動き 

（ア）家きん等の動き 

① 家きんの導入：過去3週間に導入無し。 

② 家きんの出荷：直近では令和2年12月1日～4日に出荷。 

③ 家きん卵の出荷：毎日関連農場のＧＰセンターに搬入。 

④ 死亡鶏の処理：毎日、自社の車両で関連農場に運搬し処理機械で処理。 

⑤ 鶏糞等の処理：過去3週間に処理無し。 

 

（イ）人の動き 

① 獣医師：過去3週間に立入り無し。  

② 飼料運搬業者：過去3週間では、令和2年11月23日、24日、26日、28日、30

日、12月1日、2日、4日、5日、8日、9日、10日、11日、及び14日に来場。 
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（7）疫学サンプル 

防疫措置の消毒実施前に鶏舎内外の環境サンプル計34検体を採取し、鳥取大学

においてウイルス検査を実施したが、鳥インフルエンザウイルスは検出されなか

った。 

 

 

  

採材場所 採取したサンプル 

発生鶏舎 

（1号鶏舎） 

 

入口付近：飼槽、給水槽、集卵ベルト、卵、壁、扉内側 

中央  ：飼槽、給水槽、集卵ベルト、卵 

奥   ：壁、床、飼槽、給水槽、集卵ベルト、卵 

非発生鶏舎 

（2号鶏舎） 

入口付近：飼槽、給水槽、集卵ベルト、卵、壁、床、扉内側 

中央：飼槽、給水槽、集卵ベルト、卵、 

貯卵庫 入口付近：床、集卵ベルト、壁、床 

鶏舎周辺 池の水、糞 

集卵ベルト 

内壁 

内壁 床 

給餌器 飲水器 

扉内 

床 
給餌器 

飲水器 
内壁 
床 

給餌器 飲水器 

集卵ベルト 
卵 

集卵ベルト 卵 
集卵ベルト 卵 

貯卵庫 

＜発生鶏舎（１号鶏舎）における疫学サンプル採取場所＞ 

：採取場所 
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＜発生鶏舎外観（隙間・破損箇所多数）＞  ＜調査時に鶏舎内で確認されたカラス＞ 

＜農場とその周辺の写真＞ 



 

158 

 

25）香川県11例目（三豊市）の事例 

（1）概要 

ア．所在地 

香川県三豊市 

イ．飼養状況 

採卵用種鶏約2.8万羽 

鶏舎 飼養羽数 日齢 

育雛舎 10.3千羽 2020/9月入雛 

1号鶏舎 

（発生鶏舎） 
7.2千羽 66週齢 

2号鶏舎 - - 

3号鶏舎 8.7千羽 30週齢 

4号鶏舎 - - 

            （日齢は令和2年12月13日時点）    

ウ．発生確認日 

令和 2年12月14日 

 

（2）経緯 

令和 2年12月13日 当該農場の管理人が家畜保健衛生所に通報 

簡易検査陽性 

令和 2年12月14日 PCR検査によりH5亜型鳥インフルエンザウイルスを検出 

（疑似患畜と判定） 

殺処分等の防疫措置を開始 

疫学調査チームによる現地調査 

令和 2年12月17日 高病原性鳥インフルエンザ（H5N8亜型）の患畜と判定 

防疫措置を完了 

令和 3年 1月11日 清浄性確認検査で陰性を確認し、搬出制限区域を解除 

令和 3年 1月16日 移動制限区域を解除 

 

（3）発生時の状況 

当該農場の発生鶏舎における1日当たりの平均死亡羽数は通常1～4羽程度であっ

たが、令和2年12月13日に9羽に増加したため、管理人が香川県西部家畜保健衛生

所（以下「西部家保」という。）に通報した。西部家保が簡易検査を実施した結

果、陽性が確認された。 

 

（4）発生農場に関する疫学情報 

ア．発生農場の概要 

（ア）発生農場の周辺環境及び施設配置 

① 当該農場は、5例目及び7例目農場から約700m離れた丘陵部の中腹に位置し、
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付近は竹林や田畑に囲まれている。 

② 農場の周囲には複数のため池があり、約100mの位置に河川がある。 

 

 

（イ）鶏舎の構造 

① 当該農場には育雛舎1棟、成鶏舎4棟で計5棟のウィンドレス鶏舎があった。成

鶏舎は農場出入口から見て手前から順に1、2、3、4号舎とし、発生時は成鶏

舎2棟（1、3）、育雛舎1棟で採卵種鶏が飼養されていた。 

② 発生鶏舎は、農場入口の手前側に位置する2階建て成鶏舎の2階部分であっ

た。 

③ 発生鶏舎は、背中合わせの直立4段ケージを4列（1列あたり18 ケージ）有して

おり、1ケージあたり40羽（配雄率：10%）を飼養していた。 

④ 発生鶏舎の鶏舎構造は、片側の壁面に設置された換気扇から排気し、反対側

の壁面に設置されたフィルター（クーリングパッド）から入気するタイプの

鶏舎であった。換気扉の外側には開閉可能な板が設置されており、換気扇が

停止するとこの板が自動的に閉まる仕組みとのこと。 

⑤ 卵は各ケージから集卵ベルトにより回収（鶏舎奥側（排気側）から入り口側

（入気側）の方向）されていた。各鶏舎はバーコンベアで連結されており、

卵はインラインで集卵室まで搬送されていた。 

⑥ 給餌と給水は自動で行われており、列ごとに別のパイプで供給されていた。 

⑦ 鶏糞は、除糞ベルトにより、鶏舎外に排出されていた。発生鶏舎の除糞ベル

トは2～3日に1回運転させており、運転時以外は開口部の蓋は閉じていたとの

こと。 

 

（ウ）飼養衛生管理の状況 
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① 飼料タンクは各鶏舎横に2つずつ設置されており、各鶏舎へ配管を通じて飼料

が自動供給されている。全ての飼料タンク上部には蓋が設置されており、タ

ンク内への野鳥等の侵入やタンク内の飼料への野鳥の糞等の混入の可能性は

低いと考えられた。 

② 飼養鶏への給与水は、水道水がいったん農場内の貯水タンクに貯蔵され、パ

イプによって各鶏舎に供給されている。各鶏舎での給水までの間に外気への

開放部分はなく、野鳥の糞等の混入の可能性は低いと考えられた。 

③ 管理人によると、鶏舎ごとにオールイン・オールアウトを行っており、オー

ルアウトのたびに鶏糞の除去と鶏舎内の清掃・消毒を行っているとのこと。 

④ 農場の入口には動力噴霧器が設置されており、管理人によると、車両が当該

農場に出入りする際は、従業員の車を含むすべての車両の消毒を行っている

とのこと。また、入口には踏み込み消毒槽及び手指消毒装置も設置されてい

た。 

⑤ 管理人によると、鶏舎入口および衛生管理区域境界への消石灰散布による消

毒は通年で2～3日に1回散布していたとのこと。鶏舎周囲へは、今年度は10～

11月頃から散布し始めたとのこと。 

⑥ 飼料搬入業者は、農場入り口で、動力噴霧器により車両及び長靴の靴底消毒

を実施した後に、鶏舎ごとに設置されている飼料タンク付近まで入場し、飼

料の搬入作業を行っていた。搬入作業者は、衣服、長靴等の交換は行ってい

なかったとのこと。  飼料運搬会社の車両及びドライバーの立入場所は飼料タ

ンク付近に限られ、鶏舎内への立ち入りはないとのこと。 終の飼料搬入は

12月11日。 

⑦ 医薬品の納品業者は来場しておらず、本社に納品されたものを本社職員が当

場に運ぶまたは、管理人が本社出社時に受け取る形式で医薬品の納品が行わ

れていたとのこと。 

 

（エ）飼養衛生管理基準の遵守状況 

令和2年10月28日、西部家保が問題ないことを確認している。 

 

イ．飼養者、従業員等に関する情報 

① 当該農場では7名の従業員が働いており、鶏舎毎に担当の従業員が決まってい

ることから、同じ従業員が複数の鶏舎で作業することはないとのこと。 

② 管理人によると、7名の従業員のうち、1名は他農場においても作業すること

があるが、当該従業員は令和2年9月から現在まで他農場で勤務しており、当

該農場には立ち入りしていないとのこと。 

③ 鶏舎内での作業は健康観察と死亡鶏の確認を1日3回行っており、集卵は午

前、午後に1回ずつ実施していた。 

④ 管理人によると、従業員は農場専用の作業着と長靴を使用し、出勤時に事務

所で私服から更衣していた。鶏舎に入る際には、各鶏舎専用の長靴に履き替
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え、各鶏舎入口に設置した踏込消毒槽（消毒薬：逆性石けん製剤）および手

指消毒装置で靴底と手指の消毒を実施していた。 

⑤ 管理人によると、少なくとも今年になってから、従業員の海外渡航はない。 

 

（5）農場及び農場周辺における野鳥等の野生動物の生息状況と侵入防止対策 

① 管理人によると、農場内ではカラスやスズメ、メジロが確認されることがあ

るとのこと。 

② 除糞ベルトの開口部は停止時には袋で塞がれていたが、一部隙間が認めら

れ、小型の野生動物が侵入可能と考えられた。 

③ 管理人によると、鶏舎と集卵室を繋ぐバーコンベアの開口部は停止時には板

で塞いでいるとのこと。 

④ 鶏舎壁面には目立った破損はなかったが、一部補修されている箇所が見られ

た。 

⑤ 管理人によると、発生鶏舎内でネズミの痕跡を見かけることがあり、定期的

にネズミ対策（殺鼠剤の設置）を行っているとのこと。 

 

（6）人、家きん等の動き 

（ア）家きん等の動き 

過去21日間に家きんの受入れ及び出荷はなかった。 

種卵は出荷制限により産業廃棄物処理業者に随時引き取り。 

産業廃棄物処理業者：12/1、4、5、7、8、10、12 

 

（イ）人の動き 

飼料関連業者：11/17、20、24、26、12/2、3、8、10、11 

 

（7）疫学サンプル 

環境材料リスト（全て陰性） 

No. 検体 

1 1 号 壁 

2 1 号 床 

3 1 号 吸気口 

4 1 号 排気口 

5 1 号 ケージ 

6 1 号 集卵ベルト 

7 1 号 飲水ピック 

8 1 号 除ふんベルト 

9 1 号 生体気管スワブ 

10 1 号 生体クロアカスワブ 

11 1 号 エサ(死亡鶏ケージ付近) 

12 1 号 エサ(投入口付近) 



 

162 

 

13 育成鶏舎 床 

14 育成鶏舎 壁 

15 3 号 床 

16 3 号 壁 

17 鶏舎外 集卵ベルト 

18 1 号 生鶏血液 1 

19 1 号 生鶏血液 2 

20 1 号 生鶏血液 3 

 

採材場所 

 

 

 

 

  

   

  

＜発生鶏舎外観＞             ＜壁面の穴＞ 

＜農場とその周辺の写真＞ 
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26）宮崎県7例目（日向市）の事例 

（1）概要 

ア．所在地 

宮崎県日向市 

イ．飼養状況 

肉用鶏約2.7万羽 

鶏舎 飼養羽数 日齢 

1号鶏舎 11.0千羽 51日齢 

2号鶏舎 

（発生鶏舎） 
11.5千羽 51日齢 

3号鶏舎 

（12月13日8,000羽出荷） 
4.0千羽 51日齢 

4号鶏舎 - - 

（日齢は令和2年12月13日時点）    

ウ．発生確認日 

令和 2年12月14日 

 

（2）経緯 

令和 2年12月13日 系列会社の指導員が家畜保健衛生所に通報 

簡易検査陽性 

令和 2年12月14日 PCR検査によりH5亜型鳥インフルエンザウイルスを検出 

（疑似患畜と判定） 

殺処分等の防疫措置を開始 

令和 2年12月15日  疫学調査チームによる現地調査 

防疫措置を完了 

令和 2年12月17日 高病原性鳥インフルエンザ（H5N8亜型）の患畜と判定 

令和 2年12月30日 清浄性確認検査で陰性を確認し、搬出制限区域を解除 

令和 3年 1月 6日 移動制限区域を解除 

 

（3）発生時の状況 

当該農場の発生鶏舎における1日当たりの平均死亡羽数は通常1～9羽程度であっ

たが、令和2年12月13日に60羽に増加したため、指導員が宮崎県延岡家畜保健衛生

所（以下「延岡家保」という。）に通報した。延岡家保が簡易検査を実施した結

果、陽性が確認された。 

 

（4）発生農場に関する疫学情報 

ア．発生農場の概要 

（ア）発生農場の周辺環境及び施設配置 

① 当該農場は、平野部にあり、農場の周囲は田畑や竹藪に囲まれている。 
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② 農場から約100mの距離に数m幅の水路があるが、大きな川やため池等は近隣に

はなかった。 

③ 農場から約1.5kmの距離にあるため池には、ハシブトガラス1羽が調査時確認

された。また、同じく約1.5ｋｍの距離にある別のため池には、マガモ1羽及

びカルガモ10羽が調査時確認された。 

 

（イ）鶏舎の構造 

① 当該農場には側面が金網の外側にロールカーテンが設置された平飼いの開放

鶏舎が4棟あり、発生時は3棟で肉用鶏が飼養されていた。発生鶏舎は農場敷

地の中央付近に位置している（2号鶏舎）。 

② 長辺側の壁面から入気し、短辺側の壁面に設置された換気扇（4連。温度セン

サー付き。）から排気する方式の鶏舎であった。換気扇の外側には開閉可能な

板が設置されていた。 

③ 発生鶏舎長辺の南側には寒冷紗が設置されていた。 

 

（ウ）飼養衛生管理の状況 
① 鶏舎横には飼料タンクが設置されているが、当該タンク上部には蓋が設置さ

れており、タンク内への野鳥等の侵入やタンク内の飼料への野鳥の糞等の混

入の可能性は低いと考えられた。 

② 管理人によると、当該農場では、農場ごとオールイン・オールアウトしてお

り、数日に渡って各鶏舎を順次オールアウトした後、鶏舎の洗浄・消毒・補

修を実施するとともに、鶏糞を業者に委託して排出しているとのこと。 

③ 管理人によると、普段から鶏舎周囲に消石灰を散布していたとのこと。 

④ 管理人によると、飼養鶏への給与水は水道水を使用していたとのこと。 

⑤ 管理人によると、ガス業者の出入りは直近1か月無かったとのこと（直近は11
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月13日）。 

⑥ 管理人によると、直近に従業員以外で農場内に立ち入ったのは電気業者で、3

号鶏舎及び4号鶏舎に入ったとのこと。その際は長靴を履き替え、車両消毒を

実施していたとのこと。 

⑦ 管理人によると、直近の投薬はNDワクチンであったとのこと（11月13日）。 

 

（エ）飼養衛生管理基準の遵守状況 

令和2年8月7日、延岡家保が問題ないことを確認している。 

 

イ．飼養者、従業員等に関する情報 

① 管理人によると、当該農場では、通常の飼養管理を2名の従業員が行ってお

り、毎日、鶏舎において鶏の健康観察を行うとともに、死亡鶏の回収を行っ

ていた。 

② 系列農場（14万羽飼養）では、当該農場とは別の3名の従業員が飼養管理を行

っているが、当該農場と系列農場で従業員の行き来は無いとのこと（一部同

居）。 

③ 管理人によると、従業員は農場専用の作業着と手袋、長靴を使用していた。

また、鶏舎毎に専用の長靴と踏み込み消毒槽（鶏舎内外）を設置していた

が、手袋の交換や手指の消毒は実施していなかったとのこと（感染症の発生

状況に応じて手指の消毒実施）。 

④ 管理人によると、車両が当該農場に出入りする際は農場の入り口（1号鶏舎

前）に設置された動力噴霧器により消毒を行っていたとのこと。 

 

（5）農場及び農場周辺における野鳥等の野生動物の生息状況と侵入防止対策 

① 管理人によると、発生時はロールカーテンを上側は20cm程度、下側は完全に

開いていたとのこと。また、発生の2日前（12月11日）からは、換気のため、

防鳥ネットを設置した上で、入口を解放していたとのこと。 

② 発生鶏舎の金網（約2cm角）には目立った破損はなく、外壁の破損部分も発泡

フォーム等で補修されていた。 

③ 管理人によると、数年前に台風の影響で2号鶏舎の屋根が大きく破損し、業者

に修理を依頼したとのこと。修理後、隙間は見つかっていないとのこと。 

④ 管理人によると、鶏舎内でネズミを見ることはないとのこと。調査時にも、

発生鶏舎ではネズミの痕跡は認められなかった。また、殺鼠剤によるネズミ

対策を行っていた。 

⑤ 管理人によると、農場内でカラスやネコを見ることはあるが、鶏舎内でこれ

らの野生動物を見ることはなかったとのこと。カラスについては付近の畑を

荒らしたり、電線に複数羽がとまっているのを見かけるとのこと。 

 

（6）人、家きん等の動き 
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（ア）家きん等の動き 

① 家きんの導入：過去3週間に導入無し。 

② 家きんの出荷：令和2年12月12日に非発生鶏舎の鶏の一部を食鳥処理場に出 

荷。 

③ 死亡鶏の処理：毎日、農場入口の保冷庫に保管した死亡鶏を業者が回収。 

④ 鶏糞等の処理：過去3週間に処理無し。 

 

（イ）人の動き 

① 獣医師：過去3週間に立入り無し。  

② 農場指導員：直近では令和2年11月24日に来場（12月13日通報時を除く）。 

③ 捕鳥作業員：直近では令和2年12月12日及び13日に来場。 

④ 電気業者：直近では令和2年12月11日、12日及び14日に来場 

⑤ 飼料運搬業者：過去3週間では、令和2年11月23日、24日、25日、26日、27

日、28日、30日、12月2日、4日、5日、7日、9日、11日、及び12日に来場。 

 

（7）疫学サンプル 

防疫措置の消毒実施前に鶏舎内外の環境サンプル及び食鳥処理場に出荷された

鶏、計44検体を採取し、鳥取大学においてウイルス検査を実施したが、鳥インフ

ルエンザウイルスは検出されなかった。 

  

  

採材場所 採取したサンプル 

発生鶏舎 

（2号鶏舎） 

 

入口付近：壁、床、ファン、給餌器、給水器、扉内側、仕切

り、敷料 

中央  ：壁、床、ファン、給餌器、給水器、敷料 

奥   ：壁、床、ファン、給餌器、給水器、敷料 

非発生鶏舎 

（3号鶏舎） 

入口付近：壁、床、ファン、給餌器、給水器、扉内側、敷料 

中央：壁、床、ファン、給餌器、給水器、敷料 

食鳥処理場 
死亡鶏：気管、クロアカ 

生存鶏：気管、クロアカ 

鶏舎周辺 池の水 

敷料 
ファン 扉内 

内壁 床 

内壁 

床 

敷料 敷料 給餌器 
飲水器 

給餌器 
飲水器 

仕切り 

内壁 床 

給餌器 
飲水器 

ファン ファン 

＜発生鶏舎（２号鶏舎）における疫学サンプル採取場所＞ 

：採取場所 


